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６．新エネルギーに関するアンケート調査 

 

6.1 調査の概要 

（１）調査の目的 

白馬村では、平成１７年度に第４次総合計画を策定しました。その際、村民アンケート 

調査を実施し、新エネルギーとこれを利用した産業に関係のある意見が抽出されました。 

そして、施策にも環境・エネルギーに関わる内容が多く盛り込まれました。 

今回は、中学生・高校生からの意見収集に重点を置き、環境・エネルギーに対する意識

を把握するとともに、新エネルギービジョンへの意見の反映、環境・エネルギーに関する

教育を目的としてアンケート調査を実施しました。 

 

（２）配布対象者 

 白馬村内の中学生・高校生 

 

（３）配布・回収方法 

 学校での授業の一環で、生徒に記入をしていただき、回収を行いました。 

 

（４）回答者数および構成 

 総回答者は、469 人、そのうち中学生が 281 人（59.9%）、高校生は 188 人（40.1%）とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生

40.1%

中学生

59.9%

総回答者数 
４６９人 188 人

281 人
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6.2 アンケート調査結果 

 

（１）あなたが心配と思う地球環境問題（複数回答） 

 

86.1

59.5

58

55

52

51.2

46.1

41.8

40.9

24.9

24.9

4.9

86.2

49.5

54.8

47.9

47.3

45.2

46.8

37.8

36.2

22.9

21.8

5.9

86.1

66.2

60.1

59.8

55.2

55.2

45.6

44.5

44.1

26.3

27

4.3

0 20 40 60 80 100

地球温暖化

森林破壊・森林の減少

オゾン層の破壊

異常気象

大気汚染

ごみの増加

石油の枯渇

酸性雨

河川・海洋の水質汚濁

農林業の衰退

自然の多面的機能の低下

その他

中学生

高校生

合計

 

• ９割近い生徒が「地球温暖化」が心配と回答しており、次いで「森林破壊・森林の減

少」「オゾン層の破壊」「異常気象」「大気汚染」「ごみの増加」などと続いています。 

• 全体的に地球環境問題について心配という意見は、高校生よりも中学生の方が高い傾

向が見られます。 

• その他としては、「海水面の上昇」「北極の氷がとけている」「地震の発生」「動物の密

猟」「絶滅寸前の動物」「きのこの減少」「少子高齢化」などの記述が見られました。 

 

％ 
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（２）白馬村のよいところ（複数回答） 

84.0

73.1

32

25.6

21.7

18.1

14.5

4.1

84.0

71.3

31.4

21.8

18.6

14.9

15.4

4.8

84.0

74.4

32.4

28.1

23.8

20.3

13.9

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

山や森林などの豊かな自然

きれいな川、豊かな水

暮らしやすさ・生活環境

地域のお祭りや伝統行事・伝統芸能

特産品・おいしい食べ物

地域の農林業

地域のつながり

その他
中学生

高校生

合計

 
• 「山や森林などの豊かな自然」「きれいな川、豊かな水」などの自然に関する回答が

飛びぬけて高くなっています。 

• その他の回答としては、「公園」「治安が良い」「グリンスポーツのおまつり」「おそば」

「人が優しい」「ハピアの人間のよさ」「観光名所やアウトドアスポーツ」「駅が大き

い」「車の騒音がなく静か」「ジャンプ台等のオリンピック施設」「虫・魚・野菜・米」

「スキー等ができる」などが挙げられています。 

 

（３）白馬村の環境を良くするためにするべきこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 46.3

43.3

36.0

35.0

33.7

28.1

28.1

26.2

22.2

11.7

5.5

45.7

39.9

35.1

35.1

34.0

25.5

30.3

23.4

22.9

11.2

4.8

46.6

45.6

36.7

34.9

33.5

29.9

26.7

28.1

21.7

12.1

6.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

川や用水路の水の汚れをなくす

太陽光発電や風力発電など自然エネルギーを活用する

自動車の排気ガスや騒音などの公害をなくす

駅や道路や広場などのゴミをなくす

生き物のすみかを守り、動物や虫などが棲めるようにする

お年寄りや体の不自由な人が、安心して暮らせるようにする

電車やバスなどを増やして、交通が便利になるようにする

公園や広場をつくり、遊び場を増やすようにする

外でたくさんのゴミを燃やさないようにする

村の環境をみんなで勉強し、みんなで良い環境を守っていく

その他

中学生

高校生

合計

％ 

％ 
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• 過半数の生徒が回答した項目はなく、「川や用水路の汚れをなくす」「太陽光・風力発

電など自然エネルギーを活用する」などへの意向が高くなっています。 

• その他の回答としては、「環境問題について考える話し合いの場をつくる」「ゴミの分

別」「山にゴミを捨てられる事がないようにする」「観光客にゴミをすてないように注

意させる」「１人１人がゴミなどを捨てないようにする」「ゴミ箱を町のいろいろな所

におく」「もっとたくさん木を植える」「森をふやす」「100 円バスの運行（村内）」「も

っと村民の意見を聞けるようにし、村民の意見を反映する努力をすること」「ＰＳＥ

ブタの悪臭の改善」などが挙げられています。他に「あいさつを心がける」「お互い

をよく理解して和やかに過ごすこと」「あんまり色々作らないでありのままを知って

もらう」「体育館を増やす」「遊び場や観光地をふやす。※借金かえしてから」「娯楽

施設をつくって欲しい（映画館、バッティングセンターなど）」「ゲームセンター」「大

きい百貨店を作ってほしい」などの意見もありました。 

 

（４）地球温暖化による影響の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

• 全体では「よく知っていた(28.8％)」と「少し知っていた(65.2％)」をあわせると 94％
になり、知らなかった生徒は５％弱です。 

• 高校生と中学生では大きな差は見られません。 
 

（５）エネルギー寿命の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

• 全体では「よく知っていた」という生徒は１割程度で、「知らなかった」という生徒
が 52.2％で過半数に上ります。 

• この問いでは高校生と中学生で認知度に差が見られ、高校生では「知っていた
（63.3％）」が「知らなかった（34.6％）」を大きく上回っていますが、中学生では「知

っていた（35.2％）」よりも「知らなかった（64.1％）」の方が圧倒的に多いです。 

28.8

30.3

27.8

65.2

62.2

67.3

4.7

4.8

4.6

1.3

2.7

0.4
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合計

高校生

中学生

よく知っていた 少し知っていた 知らなかった 不明

10.4

16.5

6.4

36

46.8
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34.6
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1.3

2.1

0.7
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合計

高校生

中学生

よく知っていた 少し知っていた 知らなかった 不明
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（６）地球温暖化による影響で特に心配なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 回答が多い順に、「平均気温の上昇(44.8％)」「大雨や干ばつなどの異常気象(22.2％)」

「農作物への影響(14.3％)」などとなっています。 

• その他の回答としては、「極端な天気が続いて気象や生態系のバランスがくずれる」

「海水が増える」「大量のムクドリ発生」「冬が少なくなる」「動物たち」「１～５の連

鎖、全てにつながっている」「氷河、南極、北極の氷が溶ける」「日射病」「マラリア

とかの発生」「生態系の変化」「新しい害虫や菌の発生」などが挙げられています。 

 

（７）日本のエネルギーに関して特に心配なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 「エネルギーの 80％を輸入に頼っている」「エネルギーの 50％以上が石油・石炭に頼

っている」がそれぞれ３割弱、「再生可能なエネルギーの割合が２％未満」が２割と

なっています。 

必要なエネル
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入に頼ってい

る

29.6%

必要なエネル

ギーの50％以
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炭に頼ってい

る

29.4%

太陽エネル

ギーや風力な

どの再生可能

なエネルギー

の割合が2％

未満である

20.7%

その他

2.1%

家庭や運輸な

ど、消費するエ

ネルギーの量

が増加傾向に

ある

15.1%

不明

3.0%

真夏日が増
加するなど、
平均気温が
上昇する
44.8%

大雨や干ば
つなど異常気
象が起こりや
すくなる
22.2%

気候の変化
のために、生
態系が変化
する
8.7%

森林や河川
などの地球
の環境が変
化する
4.7%

不明
2.1%

その他
3.2%

農産物の収
穫量や病気
の発生状況
などの影響
が生じる
14.3%
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（８）省エネルギーについての考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 全体では、「積極的に（23.2％）」と「出来る部分があれば（49.9％）」をあわせて３/

４の生徒が取り組んでいきたいという意向を持っています。 

• 比較的中学生の方が取り組みんでいきたいという意向が強いです。 

 

（９）省エネルギーで実行していること（複数回答） 

 

74.8

47.3

38.0

18.1

8.3

6.8

2.8

73.9

43.1

38.3

13.3

9.0

8.0
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75.4

50.2

37.7

21.4

7.8

6.0

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

使っていない電気のスイッチは切る

近くへの移動は、できるだけ徒歩や自転車ですませる

エアコン・暖房機器の使用を控えめにする

家族で食事やお風呂の時間をあわせる。一つの部屋で団欒する時
間を持つ

家電製品を買うときは、省エネルギー仕様のものを選ぶ

エアコンのフィルター・照明器具の掃除をこまめにする

その他
中学生

高校生

合計

 

• 実行していることでは、多い順に「使っていない電気のスイッチは切る（約 75％）」

「近くへの移動はできるだけ徒歩や自転車ですませる（約 47％）」「エアコン・暖房機

器の使用を控えめにする（38％）」などとなっています。 

• その他としては、「エアコンの設定温度を 28℃に」「エアコンを使わない」「できるだ

けうちわを使っている」「洗剤の要らない洗濯機を使っている」など。 

％ 

23.2

21.3

24.6

49.9

46.3

52.3

12.6

16.5

10.0
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8.5
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高校生
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積極的に取り組んでいきたい 出来る部分があれば取り組んでいきたい

どちらともいえない どちらかと言うと取り組むことは難しい

する気がない わからない
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（１０）新エネルギーの認知度 

 

70.6

65.2

54.2

38.8

31.3
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7.7

14.1

18.6
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2.8

5.3

3.4
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 風力発電 

太陽光発電

クリーンエネルギー自動車

太陽熱利用

燃料電池

天然ガスコージェネレーション

廃棄物発電・熱利用

バイオマスエネルギー

知っている 聞いたことがある 知らない 不明

 

• 過半数の生徒が知っているのは「風力発電」「太陽光発電」「クリーンエネルギー自動

車」で、半数近くが知らないと回答したのが「バイオマスエネルギー」「廃棄物発電・

熱利用」「天然ガスコージェネレーション」となっています。 

 

（１１）白馬村で導入して欲しい新エネルギー（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 要望の強い順に「小・中学校や公共施設への太陽光発電」「通学路・公園・公民館へ

太陽光や風力を利用した街路灯」「公用車にハイブリッド自動車」などとなっていま

す。 

• 学校や通学路への導入については、中学生の意向が高校生を上回っています。 

• その他としては、「水力発電」「低温核融合」「わが家」「動物のすみやすい所をつくっ

てください」などが挙げられています。 

％ 0 10 20 30 40 50 60

小・中学校や公共施設への太陽光発電

通学路･公園･公民館へ太陽光や風力発電を利用した街路灯

公用車にハイブリッド自動車

河川に小水力発電(砂防ダム･渓流での比較的小規模な発電)

森林資源や製材所の廃材を燃料として利用するストーブやボイラー

その他 中学生

高校生

合計
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（１２）村の新エネルギーや環境について感じていること（ほぼ原文のまま） 

【自然保護等に関して】 

• 森林を大切にしてほしい。 

• 森が多くても暗い森が多い。枝打ちをした方がよいと思う。 
• もっと自然の方を利用する。自然を伐採しない。 

• 環境の破壊は、生物の破壊にもつながるから、やめてほしい。 

• 白馬は豊かな環境なので壊さないようにしてほしい。 
• 新エネルギーとかより木をふやしたほうがいい。 

• 豊かな森を無くさないでほしい。 

• 自然をこわさないようにする。 
• どんどん別荘として家が建ち（みそら野、名鉄）、木がなくなってきている。動物を見

なくなってきた。 

• 森林壊さないでほしい。 
• ニュースなどで温暖化がすすんだり平均気温が上がってきているとか聞くので、もっと

自然を大切にしたほうがいいと思った。 

• 小さい頃、川に蛍がたくさんいたけれど、工事をしている間蛍がこなかった。工事が終
って蛍がもどってきてうれしかった。自然を大切にしなくては、いけないなぁと思った。 

• 白馬村は自然や空気などもキレイなので、維持していきたい。 

• 自然や地球を大切にしよう！ 
• 川の魚がダムでへっている。川の工事をひかえてほしい。 

• ありのままの自然を大切にする。 

• 環境とてもいい所なのでこれをこわさないようにしたい。 
• やっぱり一番いいのはへたに新エネルギーを作らず、白馬は森自然がゆたかだから、あ

きちなどにも木をうえて森をふやす。 

【新エネルギー導入・省エネルギー等について】 

• 石油料なども高くなったりしている中、クリーンエネルギー自動車が少なからず増えて

きていて、ハイブリッド自動車が日本全土で普及してほしい。 

• 使い過ぎはしないように。 
• 太陽光発電を増してほしい。 

• 資源をもっと大切に。 

• 人がもう少し石油の利用を控えれば、石油なども長もちする。 
• 無駄にエネルギーをつかっている。 

• もう少し無駄な電気をなくした方がいい。スイッチを抜いたり。 

• 白馬には、斜度の高い広い屋根が多いので、それを利用した太陽光発電をした方がいい
と思う。 

• 北海道のように、風力発電。 

• 川やダムがあるのだから、水力発電はけっこうできると思う。 
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• 新エネルギーをつかえ！ 

• もう少し新エネルギーを導入してほしい。 

• とにかく節電しよう。 
• 太陽光発電だけではうまくいかないと思う。風力発電だけではうまくいかないと思う。

２つを同時にやればうまくいくと思う。 

• もっとエコを徹底して行ってほしい。役場を太陽系光発電にすればいい！！ 
• 石油の使用量を減らすため新エネルギーを積極的に導入していってほしい。 

• なるべく車での移動をやめ、自転車などでの移動を心がけておく。 

• クーラーなども多く使いすぎている気がする。太陽光発電をふやす！！ 
• もっと太陽電池などを導入してほしい。 

• 寒さで有名な白馬村だけに暖房費節約を心がけてほしい。 

• 太陽光発電のパネルを屋根につけている家が少ないので村が協力金を出してつけても
らうようにたのむ。 

• 白馬村は無駄にエネルギーを使ってることが多いと思う。なので、少しでも省エネをこ

ころがけるべき。そういうことをしていかないと村の負債は増える一方だと思う。 

• 地球の燃量は、消費されている。だからなるべく使わず、自然の力だけでやってほしい。 

• これは技術的問題だが、この白馬の豪雪を利用した新エネルギーは生み出せないのだろ

うか？ 

• 観光地だから車が多いのは仕方がないけど、だからバス運行を始めて、個人での車の運

転をひかえるのも一つの方法だと思う。 

• どんどん新エネルギーを実行してほしいと思う。 
• 電気の消費をもう少し減らして、なるべく電気を使わない風にした方がいいと思いまし

た。あとゴミなどもたくさん減らして欲しいです。交通が不便なので、もうちょっと交

通の便をよくしてもらいたいです。 

• 太陽光発電などもっとやってみるといいと思う。 

• 中学校の３階の天井をガラス張りではなくソーラーパネルにすれば良い。 

• 電気自動車や、ハイブリット車などがもっと増えればＣＯ２が減らせると思う。 
• 森林の伐採？ 

• 昼間も街灯がついているので、電気がもったいないと思う。 

【通学路・交通等について】 

• 帰り道で暗くてみえない道があるので何かしてほしい。 

• 車での移動を少なくするためにバスの本数やバス停を増して、ワンコインバスなどにし

てほしい。 

• 外灯が少ないところがある。 

• 電車の本数が少ない。 

• 車をなくす。 
• 部活で帰るのが遅くなったりした時、村の街路灯が少なくて夜困る。なので、太陽光、
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風力発電を利用してほしい。 

• 街灯が少ないので暗いところが多い。河川のゴミが目立つ。 

• 森上地区の街灯がほとんど消えているのでしっかりつけてほしい。 

【ゴミ・騒音・排気ガス等について】 

• 環境について、たまにゴミをみかける。 

• 車のガスが多いことやゴミが多いこと。 
• 観光客のモラル低下などによるゴミのポイ捨てや車中泊でアイドリングしっぱなしに

するなど観光客への注意が必要だと思う。 

• 一番身近に感じている環境問題は、ブタの臭い。近くを流れる川にも影響が出ているの
で、どうにかしてほしい。 

• ゴミが落ちている。 

• ゴミの分別をした方がいいと思う。 
• どうろや道などにゴミがすててあったりすること。 

• ゴミが増加していると思った。 

• 観光客の車からのポイ捨てが多い。 
• ゴミがよくそこらじゅうに捨ててあるので困る。 

• 松川の所などにゴミが多く、汚い。 

• 白馬村はきれいな所はきれいだけど、お客さんとかがくるとゴミが出たりするので、オ
リンピック道路などをゴミ拾いした方がいいと思う。 

• ごみの増化が心配。 

• いままでは美しかった環境が、観光客が増加することでゴミのポイすてやエネルギーの
使用率が上がって来ていると思う。 

• 排気ガスがすごい。 

• 最近暑いなと思うし、ゴミや資源ゴミがたくさん落ちている。 
• 車の騒音がとても気になる。 

• 道を歩いているとゴミをよくみかける。 

• 観光客にゴミのポイ捨てをしないように呼び掛けてほしい。 
• 白馬村には、たばこの吸い殻や、空き缶がけっこう落ちているので、ごみについて、考

えてもらいたい。 

• いろんな所にゴミがおちているのをよく見かける。ポイすてはやめてほしい。迷惑 
• やはりポイ捨ては１人１人気をつけてほしい。水をエネルギーとした車を考えてほしい。 

• 川が汚い。 

• ぼくたちが地区ごとに道路清掃をして、ゴミを拾うこと。 
• きれいな村だとは思うけど、ゴミや車での移動が増えている。 

• 白馬は比較的ゴミや空気が汚れていることは少ないが、中学で毎年道路清掃を行うと多

量のゴミが落ちていることもあるから、村のみんなで考えていった方がいい。 

• だんだん空気とか汚れてきているなぁ…ってこと。 
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• 排気ガスがけっこうすごいのでもっときれいになるといいと思います。あと、もっと村

内を回ってくれるバスを増やして欲しいです。 

• いつも道路にごみが落ちている。道路清掃を行っているけど次の日はたくさんごみが落
ちているのでそれをなくしたい。 

• 排気ガスなど 

• 少し関係ないけど、たばこのポイ捨てや騒音、無謀な花火をやめてほしい。 
• ゴミが多いと思う。 

• 環境では、ゴミが多い。幼い子供が少ないのに、保育園を新しくつくるのは金のむだだ

と思う。 

• 冬になると自動車の出入りが激しくなるので環境が悪くなってると思う。 

【異常気象等について】 

• 最近暑い。 
• 気温が暑い時と低い時との差が激しい。 

• 虫が多くなった。 

• 今、異常気象などで、白馬村にも影響は出ていますか？ 
• 異常に温度が上がったりする。雪が多くなる。差が激しい。 

• このごろ暑い。 

• 最近、梅雨が長かったり夏が短かかったり冬雪がやけに多かったりなど異常気象が多く
なってきた。 

• 温暖化が進んできて、大雨などの異常気象があるから、そんな事がないようになるとい

いです。 

• いつも暑いなぁと思っている。 

• 冬がすくなくなるとこまる。 

• 白馬はあつい！ 

【全般的な感想・要望等】 

• 白馬の水はすごくおいしい。 

• 白馬は、わりと環境がいいと思う。 
• あまり太陽光や、風力を使った様子がないと思う。 

• 白馬村では新エネルギーを使って（導入）いないと思う。 

• メタンガスの活用とか。 
• もっと画期的な新エネルギーを発見してほしい。 

• 村で新エネルギーを使えばいいと思う。環境は自然があっても道路などは汚ない。 

• 新らしいエネルギーを使うのはそれなりに難かしいと思うけどやらなければだめだと
思う。 

• 学校に夏にはクーラーを、冬にはたくさんのストーブを。 

• とてもいいことだから続けてほしい。ぼくたちが環境をしっかりしたい。 
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• できるだけ未来に石油とかを続かせていきたい。 

• あたりまえになるといいなぁって思う。費用がかかる。 

• 火をたいている家はやめた方がいい。 
• 新エネルギーに協力している人はすごく地球の事を思っているけど、協力できていない

人にはもっと協力してほしいと思う。 

• 早くそういう事をした方がいい。 
• 自然を利用するのはいいと思う。 

• 村の環境はそこそこいいからもっとエネルギーを増やしてほしい。 

• 環境についてたくさん知って、いつまでもきれいな県でいてほしい。 
• 環境がこのままこわれていけば気候がおかしくなってしまうので、自分でいつもパソコ

ンで調べている。 

• 太陽光発電はすごいな 
• 地球温暖化が、とても心配です。 

• 地球温暖化がすすんでいるのでそれをなんとかした方がいいと思った。 

• 限りある資源なので、資源を大事にしていきたい。 
• 問６に書いてあることなどを人間はできるはずなのにやってない人が多いことがとて

も悲しいです…。 

• なるべく環境にいいことをしていきたい。 
• 環境を守る事は、とても大切なことだからいいことだと思う。 

• 環境はとてもいい所だと思っているが、今以上のものを希むのは大変そう 

• 新エネルギーはいいことだと思う。 
• 環境が悪くなるのは…いやだ！ 

• 環境問題をへらすため様々な事を実行していってほしいです。 

• 白馬村を新しくする事はとても良い事だと思います。 
• 環境が良くなればいいと思う。 

• 環境を破壊しない程度にできることがよい。 

• 新エネルギーはやった方がいいと思うけど白馬は冬雪が沢山降るから難しい事もある
と思う。できる事からやっていけば良いと思う。 

• 環境にいいといいながらも、あまり実行していない。 

• 白馬の環境はとてもいいので、白馬に住んでいてよかったと思います。 
• 雪がよくふるので、太陽光や、風力発電などは、どうしても強度が必要になると思う。 

• 雪がとっても多いから雪をとかすのを道路にうめこめばけっこういいと思う。 

• 観光客のためだけではなく、住民のためにも色々と考えて、よりよい環境をつくって下
さい。 

• 新エネルギーを沢山活用して環境を守っていきたい。 
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【その他】 

• 自分ができることはかぎられているし、いつまでつづくか分からない。とりあえず、が

んばってほしい。 

• 新エネルギーなどいくつか耳にするが、どれも微力なエネルギーしか生まれないという

イメージがある。環境についてもっと考えないと、本当に別の星みたいになってしまう

のでないかと心配。 

• 温暖化で雪が降らなくなったりしたらとても嫌なので高校生が行動していくべき。 

• いくらエネルギーを節約しても、いつかはエネルギーはなくなるのだから「エネルギー

を大事にしましょう」とかいうよりも、新しいエネルギーを作ったり、探したりした方

がいいと思う。 

• 昔よりだんだん自然がなくなりつつある。人が起してくるなど止めるのはむずかしいと

思う。 

• もっとスキーの事に力を入れてほしい。 

• 便利は時に不便となる。 

• うわすげーと思ってる。 
• みんなの協力が必要だぁー。 

• 子供をへらす。 

• 職員室の暖房の使い過ぎがやばい。教室が寒い！もっと温かく。 
• 白馬村は雪が降るから難しい。だからどうすればいいか知りたい。（太陽光発電とか） 

• 交通料をへらしてほしい！！高すぎる。 

• ありがとうございます。（白馬を守ろうとしてくれて）あと、学生などが遊べる場をつ
くって下さい。 

• 白馬村を都会風に！！ 

• 便利さＵＰ。 
• 環境で森などが多いのはいいけど、店も少ない。もう少し増やしたほうがいい。 

• 学校のプールをキレイにして欲しい。村にお金がないから暖房が買えないのはきつい。 

• プールをきれいにしてほしい。 
• 私達の学校のプールをキレイにしてほしい。 

• 宇宙からのエネルギーを… 

• 今まで、考えたことがないのでこれから考えていきたい。 
• 車のガスを５００円以上に価上げすること。そうすれば高くてみんな買えなくなる。そ

してみんな車乗らない。 




